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Abstract. Double outlet right ventricle (DORV) was observed in 15 (13.9%) 

of 108 bovine hearts showing congenital cardiac anomalies, and the incidence of that 

was much higher than those reported in man and other animals.
These cases and other reported bovine DORV were classified depending on the 

presence or absence of ventricular septal defect (VSD) and anatomical position of 
VSD. Each type of DORV in cattle was compared in incidence with that in man. 

DORV with subaortic VSD was the most common type in cattle as was in man. In 

cattle, however, the incidences of intact ventricular septum type and that of non-

committed VSD type were higher than those in man.

緒言

両大血 管右室 起始(以 下DORV)と は,大 動脈 と肺

動脈のそれぞれの半分 以上 が右心室か ら起始す る先天

異常で ある 。 これは 胎生初期に右心室 と大動脈 およ

び肺動脈 の間に位置す る円錐 口がなん らかの障害 に よ

って左心室上へ移動せず,両 大血 管が右 心室上に残存

するために生 じた異常 と考 えられ,ヒ トでは 稀 な心

奇形 とされ ている.

ウシには心奇形 がか な り高頻度で発生す るが,そ の

中には このDORVを は じめ,大 動脈 が右 方偏位 を示

す奇形が多 く含まれている 。 しか し,ウ シにお け る

DORVの 詳細は 明らかに され ていない。 そ こで,ウ

シの心奇形の特徴を明 らかにす る研究 の 一環 と し て

DORVの 解剖学 的観察 を行 ない,そ れに 過去 の他 の

報告例 も加えて,ヒ トの場 合 と比較 する ことに した。

材料と方法

観察 に用いた材料は ウシの奇形心中に認 め ら れ た

DORVを 示す15例 の心臓で,い ずれ も ホルマ リン液

で固定 した ものを肉眼的に観察 した。

結果と考察

肺炎,腸 炎,外 表 奇形,そ の他で死亡 または淘汰 さ

れた仔 ウシを主 とす る剖 検例1,046頭 中97例(9.3%)

の奇形 心(単 一冠状動脈は含 まない),お よび 奇形心

として心臓 のみが提供 された11例 を含む108例 中15例

(13.9%)にDORVが 認 め られ た。このよ うにDORV

が ウシで高頻度に出現す ることはVan Nie,松 川,
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Table 1 The relative incidence of double 

 outlet right ventricle

Kastら の報告や,ヒ トお よびその他の動物 との比較

(Table1)に おいて も明らか なよ うに,ウ シの心 奇形

の特徴 の一つ と考えられ る。

今回観察 した15例 の心臓 では,大 動脈 は肺動脈 幹の

右前方か ら右方,ま たは右後 方の範 囲に位置 していた。

ヒ トでは大動脈 が左転位を示 し,肺 動脈 幹の前 左方に

位 置す るDORVが 稀 に存在す るといわれ ているが21)

著者 らの観察例 にはそのよ うな ものはなか った。 また

過去 における ウシのDORVに 関す る報告例 の うち,

大動脈 と肺動脈 の相互 関係が 記載 され ている14例

Fig. 1 Double outlet right ventricle with 

subaortic ventricular septal defect and 

without pulmonary stenosis. Case 3.

AO: aorta AV: aortic valve LA: left atrium 

PT: pulmonary trunk RA: right atrium RV:

right vsntricle SD: ventricular septal defect

VCも 大動 脈 が左 転 位 を示 し た 例

は み られ な い。

著者 らの 観 察 した15例 と過 去 の 他 の 報 告 例34例 の 心

臓 の 解 剖学 的 所 見 を 要 約 してTable 2に 示 した 。

著 者 らの 観 察 例 中12例 に は 心 室 中 隔 欠損(以 下VS

D))が 合併 して お り,そ の うち8例 はVSDが 大動

脈 口直 下 の心 室 中 隔1縁 に 位 置 す る 大 動 脈 下VSDで

あ っ た。 これ らの 大 動脈 下VSDを 伴 うDORVの

半数(No.1～4)は 肺 動脈 狭 窄 を伴 なわ な い もの で(Fig.

1),右 心 室 は い ずれ も拡 張 して い た が,そ の壁 の肥 厚

は 軽 微 で,心 臓 全体 の 大 き さは や や 大(No.1,2)ま

た は著 し く人(No.3,4)で あ っ た。 他 の4例(No.5

～8)は 肺 動 脈漏 斗 部狭 窄 を伴 な っ て お り,右 心 室 は

軽 度 拡 張(No.5～7)ま た は 箸 し く拡 張(No.8)し,

右 心 室 壁 は いず れ も肥 厚,心 臓 全 体 の 大 き さは や や大

(No.5～7)ま た は.箸 し く大(No.8)で あ っ た。 肺 動 脈
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Table 2 Anatomic findings of double outlet right ventricle in cattle

AOV: aortic valve ASD: atria) septal defect AV: atrioventricular D: day F: fetus LV: left AV valve 

PDA: patent ductus arteriosus PFO: patent foramen ovale RV: right AV valve A: week Y: year 

M: month PV: pulmonary valve

60



村上隆之ら

Fig. 2 Doubly committed ventricular septal 

defect type, case 9.

AO: aorta LV: left ventricle PT: pulmonary 

trunk RA: right atrium RV: right ventricle 

SD: ventricular septal defect

狭窄を示 す ものの うち3例(No.5～7)は 大動脈弁 と

左房室 弁が線 維性連続を示 してお り,い わゆ るファロ

ー四徴 とDORVが 共存 す る型Dで あ った。 これ まで

に同様の異常 を示す2例 がそれぞれ ファロー四徴 ま

たはフ ァPー 五 徴 として報告 されてい る。

1例(No.9)は 横径2cmの 大 ぎいVSDが 漏斗部

の心室 中隔上縁か ら右後方へ拡が る,い わゆ る両大血

管下VSDを 伴 うものであ った(Fig.2)。 心臓 は や

や大 きく,右 心室は拡張 し,そ の壁は軽度肥厚 を呈 し

ていた。 この心臓は両側性円錐欠損で,大 動脈弁が左

・右房室 弁 と,ま た肺動脈弁が左房室弁 と,そ れぞれ

線維性連続 を示 していた。 両大血 管下VSDを 伴 な う

ウシのDORVは,肺 動脈狭窄 を伴 なった ものがわず

か1例 報告 され ているのみ である。

Fig.3 Non-committed and muscular inlet ven-

tricular septal defect type, case 11. 

AO: aorta PT: pulmonary trunk RA: right 

 atrium RV: right ventricle SD: ventricular 

septal defect

3例(No.10～12)はVSDが 両 大血 管か ら離 れ た

位 置 に 存 在 して い た。 そ の うち,,例(No.10,11)は 流

入 部欠 損(Fig.3),1例(No.12)は 肉柱 部 欠損 で あ

った。 い ず れ も右 心 室 が 箸 し く拡 張 し,心 臓 全体 も

著明 に 大 き くな って い た。 ヒ トで は,こ の よ うな両 大

血管 か ら離 れ た 位 置 にVSDが 存 在 す るDORVで は,

大 動 脈 弁 と左 房 室 弁 の 線 維性 連 続 は な い とい わ れ て お

り,ウ シで も同 様 で あ った。

著 者 らの 観 察 例 中 に は 認 め られ な か っ た が,VSDが

肺 動脈 口直 下 の 漏 斗 部 上 縁 に 存 在 す る,い わ ゆ る肺 動

脈 下VSDを 伴 な うDORVが2例 の ウ シで 報告 され

て い る 。

15例 中3例(No.13～15)はVSDの 合併 し い

DORVで あ った(Fig.4)。 いず れ も左 室 低 形成 て,
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Fig. 4 Intact ventricular septum type, case 14. 

AO: aorta PT: pulmonary trunk RA: right 

atrium RV: right ventricle

その うち1例(No,13)は 上行大動脈の狭窄 と大動脈

縮窄 も合併 して いた。 このよ うにこれ ら3例 の左心室

は低形成であ ったが,右 心室は いずれ も拡張 し,そ の

壁は軽度に肥厚,心 臓全体の大 きさはやや大であ った。

VSDを 合併 しないDORVは 左室低形成 を 合併 す る

といわれ てお り,ウ シにおけ る過 去の報告例

のいず れ もがその ような所見を示 した。

著 者らの観察 した15例 とTable2に 示 した 他の報

告 例をVSDの有 無お よびVSDの 位置に よって 分

類 し,そ れ らの出現率を ヒ トの場 合 と比較 した(Ta-

ble3)。 ウシでは ヒ トの場合 と 同 じく大動脈下VSD

を伴 うものが最 も多か った。 しか し,両 大血 管か ら離

れた位置にVSDが 存在 する もの と,VSDを 合併 し

ない ものが 多い点,肺 動脈下VSDを 伴な うものが少

ない点 は ヒ トの場 合と異なっていた。

その他の 合併心奇形は,著 者 らの観察例では9例 に

大動脈縮窄(4例),心 房中隔欠損,動 脈管開存,冠 状

Table 3 Type of double outlet right ventricle

動 脈瘻(各3例),両 心 耳近 位 と二重前大静脈(1例)

な どが認め られ,過 去の他の 報告例 で は 大動脈狭窄

(12例),卵 円孔開存を含む心房中隔欠損(7例),動 脈

管開存(2例),そ の他が認め られてい る。 また著者 ら

の観察例中6例 には四肢 の関節湾曲症(3例),口 蓋裂

(2例),二 頭体,水 無脳症,下 顎短小,瞳 孔膜遺残

(各1例)な どの心外奇形が 合併 していた。

DORVに おけ る血行動態は,VSDの 位 置 と大 きさ,

右室流出路 の狭窄 の有無や程度,肺 血 管抵抗 の程度 な

どに よって決定 され る といわれ,予 後 は さまざまで

あ る。 ウシでは,大 きいVSDを 合併 していた ものが

呼吸困難 と水腫 のため に5歳 で と殺 された例が 報告 さ

れてい るが,著 者 らの観察例 中,最 も長期間生存 し

たのは28ヵ 月齢で,慢 性の下痢に肺炎 を併発 して死亡

した。

要 約

ウシの奇形心108例 中15例(13.9%)に 両大血管右

室 起始(DORV)が 認め られ,そ の出現率は これ まで

に報告 されてい る ヒ トや 他の動物 よ り著 しく高か った。

著者 らの観察例 に過去 の他の報告 例を加えたウシの

DORVを 心室中隔欠損(VSD)の 有無お よびVSDの

位置 によって分類 し,ヒ トの場 合 と比較 した。 ウ シで

は大動脈下VSDを 伴 な うDORVが ヒ トの場 合と同

様 に最 も多かった。 しか し,VSDを 伴なわないDO

RVと 両大血管か ら離れた位置にVSDが 存在す るD

ORVは ヒ トの場合 よ りもウシのほ うが多か った。
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